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延

岡

市

島

野

浦

島

の

二

拍

名

詞

ア

ク

セ

ン

ト

坂

口

至

一

は

じ

め

に

宮
崎
県
下
の
方
言

ア
ク
セ
ン
ト
に

つ
い
て
は
、
今
か
ら
五
十
年
程
前
、
平
山

輝
男
氏

の
調
査

に
よ
つ
て
、
北
部
の
大
分
県
に
接
す
る
狭

い
地
域
に
「東
京
式

(豊
前
式
)
ア
ク
セ
ン
ト
」、
西
南
部

の
鹿
児
島
県
に
接
す
る
地
域
(
現
在
え
び
の

市
)
に
「
西
南
九
州
二
型
ア
ク
セ
ン
ト
」
、
都
城
市
と
そ

の
周
辺
に
「統
合
(
い
わ

ゆ
る
尻
上
り
)
一
型
ア
ク
セ
ン
ト
」
が
行

な
わ
れ
、
そ
れ
以
外
の
広

い
地
域

は
「

崩
壊

一
型
(無
)
ア
ク
セ
ン
ト
」
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
葡
が
・
今

後
、(
1
)
そ
れ
ら
以
外
の
ア
ク
セ
ン
ト
音

調
型
を
も

つ
、
も
し
く
は
違

つ
た
型

の

統
合
を
実
現
し

て
い
る
地
域

の
有
無

(2
)
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ク
セ
ン
ト
地
域

に
お
け
る
、
特

に
若
年
層
の
ア
ク
セ
ン

ト
の
共
通
語
化

(
3
)
こ
の
半
世
紀
間
の
ア
ク
セ
ン
ト
境
界
線

の
変
化
の
有
無

な
ど
、
調
査
す

べ
き
点
は
多

い
。

今
回

は
、
(
1
)
に
関
し
て
、
「
豊
前

式
ア
ク
セ
ン
ト
」
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と

目
さ
れ
る
地
域

の

一
部
分

に
、
そ
れ
と

は
若
干
異
な
つ
た
型
の
統
合
を
実
現
し

て
い
る
ア
ク
セ
ン
ト
が
存
在
す
る
こ
と
を
、
た
ま
た
ま
知
る
機
会
を
得
た
の
で
、

と
り
あ
え
ず
、
そ
の
二
拍
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
報
告
し

π
い
と
思
う
。

二

延
岡
市
島
野
浦
島

に
つ
い
て

!

が

通

つ

て

い
る

。

島

民

の

9

8

%

は
西

海

岸

の

白

浜

地

区

(白

浜

、

地

下

、

宇

津

木

の
各

集

落

が

密

集

し

て
隣

接

)
に

居

住

し

、

て

た

宇

治

地

区

(
宇

治

)
に
住

ん

で

い

地

、

住

宅

地

と

も

に

0

・
2

平

方

キ

ロ
ぱ

ど

し

か

な

密

な

島

と

い
え

る

。

島

の

産

業

は

、

し
あ

う
ら
と
う
③

の
べ
お
か

島

野

浦

島

は

、

延

岡

市

の
北

東

部

に

位

置

す

る

県

内

最

大

の
島

で
、

周

囲

1

5

・

5

キ

ロ
、

面

積

2

・
8

3

平

方

キ

ロ
、

人

口

は

4

4

5

世

帯

1

6

5

1
人

(
昭

和

6

0

年

国

勢

調

査

時

)
で

あ

る

。

延

岡

市

浦

城

港

か

ら

東

北

へ
6

キ

ロ
の

距

離

に
あ

り

、

所

要

時

間

2

0

分

一
日

9

往

復

の

フ

ェ

リ

奥

納

屋

、

少

数

が

山

一

つ
隔

る
。

島

の

7

0

%

が

山

林

に

覆

わ

れ

、

耕

い

の

で

、

か

な

り

人

口

過

か

つ
て

は

半

農

半

漁

で

あ

つ

た
が

、

現

在
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は
漁
業
と
水
産
加
工
業
が
大
部
分
を

占
め

て
い
る
。

島

に
人
が
定
住
し
は
じ
め
た
の
は
江
戸
時
代
初
め
頃
で
、
紀
州
和
歌
山
や
四

④

国
徳
島
か
ら
の
移
住
者
が
多
か

つ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

対
岸
の
地
域
と
の
交
流
は
必
ず
し
も
盛
ん
で
な
く
、
通
婚
関
係
も
少
な
か
つ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

島
内
に
は
小
学
校
と
中
学
校
が

一
校
ず

つ
あ
り
、
高
校
は
延
岡
市
街

の
学
校

に
通
つ
て
い
る
。

昭
和
3
0
年

に
、
東
臼
杵
郡
南
浦

村
か
ら
延
岡
市

に
編
入
さ
れ
、
島
浦
町
と

な
り
現
在

に
至

つ
て
い
る
。

三

島
野
浦
島
の
二
拍
名

詞
ア
ク
セ
ン
ト

調

査

は

、

本

年

(
昭

和

6

2

年

)
3

月

と

8

月

に
、

二
拍

名

詞

を

中

心

に

臨

地

で

行

な

っ
た

。

調

査

方

法

は

、

用

意

し

た

調

査

語

彙

表

(
漢

字

に
共

通

語

形

の

仮

名

を

振

り

、

五

十

音

順

に
並

べ

た

も

の

)
を

当

地

生

え

抜

き

の

イ

ン

フ
ォ

ー

マ

ン
ト

に

丁

寧

に

読

ん

で

い

た

だ

く

、

い

わ

ゆ

る

「
読

む

調

査

法

」
を

採

用

し

た

。

二
拍

名

詞

の

調

査

語

彙

に

つ
い

て

は
、

諸

先

学

の

研

究

を

参

照

し

て
、

第

一

類

～

五

類

に

類

別

で

き

る

語

を

ま

ず

選

び

出

し

、

そ

れ

に

若

干

の

日

常

語

を

追

加

し

て

、

4

8

9

語

二

類

1

3

9

語

、

二

類

6

3

語

、

三

類

1

3

7

語

、

四

⑤

類

7

5

語

、

五

類

4

5

語

、

そ

の

他

3

0

語

)
と

し

た

。

イ

ン

フ
ォ

ー

マ

ン

ト

に

は

、

高

年

層

8

名

の

ほ

か

、

予

備

調

査

の

た

め

に
若

年

層

1
名

に
お

願

い

し

た

。

島

野

浦

島

の

二

拍

名

詞

の

ア

ク

セ

ン
ト

は

、

高

年

層

に
お

い

て

は

、

か

な

り

安

定

し

た

姿

で

現

わ

れ

、

集

落

ご

と

の

差

異

も

見

ら

れ

な

い
よ

う

で

あ

る

。

次

に
、

河

野

茂

彦

氏

(
白

浜

在

住

、

6

6

歳

)
の

ア

ク

セ

ン

ト

を

示

し

て

み

る

。
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二
、

三
類
に
や
や
異
例
が
多
そ
う
に
見
え
る
が
、
島
野
浦
島
の
高
年
層
の
ア

ク

セ

ン

ト

を

、

(狭
、
広
は
第
二
拍
狭
母
音
語
、
広

※

●

、

○

は
、

高

音

拍

、

低

音

拍

を

表

す

..
ま

た

▼

、

▽

は
助

詞

(
こ

の
場
合
は
%

の
高
音
拍

・
低
音
拍
を
表
す
。

※

傍

線

を

付

し

た

も

の

は

、

第

一
～

三

類

の
第

二

拍

狭

母

音

語

。

母
音
語
を
示
す
)
と
見
る
こ
と

に
、
ま
ず
異
論
は
な

い
と
思
う
。
以
下
、
各
類

ご
と
に
若
干
の
補
足
説
明
を
行
な
う
。

第

一
類

で
は
、
第
二
拍
広
母
音
で
あ
り
な
が
ら
、
○
●
▼
に
実
現
し
て
い
る

も
の
が
1
3
語
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
「
此

其

誰

蝿

」
の
4
語
は
、
島
野
浦

に
お
い
て
は
、
「
コ
リ
、

ソ
リ
、
ダ
リ
、

ハ
イ
」
と
い
う
発
音
が
普
通
で
あ
り
、

他
の
第
二
拍
狭
母
音
語
に
準
じ
て
考
え
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
、
特

に
「
姉

風

鯖

嫁

」
な
ど
は
、
各
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ン
ト
に
安
定
し
た
平
板
型

で
あ

つ
て
問
題
を
含
む
。
○
●
▽
の
「
藪

」
は
、

一
～
三
類
を
通
し
て
唯

一
第

二
拍
狭
母
音

に
核
を
も

つ
語

で
あ
る
が
、
当
地

に
お
け
る
日
常
的
発
音
が
「
ヤ

ボ
」
で
あ
る
こ
と
を
思

い
合
わ
す

べ
き
で
あ
る
。
●
○
▽
に
行
な
わ
れ
て
い
る

も
の
の
う
ち
、
「
椅
子

鈴

」
以
外
は
非
日
常
語
が
多
そ
う
で
あ
る
。

第
二
類

で
は
、
「
歌

」が
各

イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ン
ト
に
共
通
の
平
板
型

で
あ
る
。

●
○
▽
の
諸
語
は
、
他

の
東
京
式

ア
ク
セ
ン
ト
の
地
域

で
も
例
外
的

に
頭
高
に

行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
(「
鯵

門

彼

牙

頃

妻

十

虹

姫

文

」
、
と
同
時

に
非

日
常
的
な
語
が
多
い
)
、
他
の
同
音
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
汚
染
さ
れ
て
い

そ
う
な
も
の
(「
方

」
～
「
肩

」、
「
旅

度

」
～
「
足
袋

」、
「
下

」
～
「
霜

」
)、
非
日
常
的
な
語
(「
程

八
重

故

」)、
特
有
の
方
言
語
形
を
も

つ
も
の
(「

癒

」～
「
ク

ロ
ジ

ン
」な
ど
)
等
を
振
い
落
と
す
と
、
ほ
と
ん
ど
問
題
が
残
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

第
三
類

で
は
、
○
●
▽
に
行
な
わ
れ

て
い
る
語
と
○
●
▽
に
行
な
わ
れ
て
い

る
語
が
、
第
二
拍
の
母
音
の
広
狭

に
よ
つ
て
載
然
と
分
か
れ

て
お
り
、

一
、

二

類
以
上
に
注
意
を
惹
く
。
例
外
的

に
●
(
)▽

に
行

な
わ
れ
て
い
る
語
も
多

い
が
、

二
類

の
場
合
と
同
様
の
処
理
が
可
能
で
あ
る
、.
上
記
の
い
ず
れ
の
場
合
に
も
あ

一54一



て

は

ま

ら

な

い
、

安

定

し

た

当

地

固

有

の

ア

ク

セ

ン

ト

と

思

わ

れ

る

の

は
、

「

鍵

肝

栗

角

」
な

ど

数

語

に
と

ど

ま

り

そ

う

で

あ

る

。

第

四

、

五

類

に

は

、

ほ

と

ん

ど

問

題

が

な

い
。

五

類

の

「

兄

琴

股

」
は
安

定

し

た

ア

ク

セ

ン

ト

で

あ

る

が

、
そ

れ

ぞ

れ

「

姉

事

桃

」
の

ア

ク

セ

ン

ト

へ

の
類
推
も
し
く
は
混
清
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
和

四

島
野
浦
島

ア
ク
セ
ン
ト

の
位
置

以

上

、

島

野

浦

島

の

二
拍

名

詞

ア

ク

セ

ン
ト

の

概

要

を

見

て
き

た

が

、

こ

こ

で
、

こ

の

ア

ク

セ

ン

ト

の
性

格

に

つ

い

て
、

周

辺

の

ア

ク

セ

ン

ト

と

比

較

し

つ

つ
考

え

て

み

た

い
と

思

う

。

あ

ら

か

じ

め

、

九

州

諸

方

言

ア

ク

セ

ン

ト

の
分

布

図

を

、

奥

村

三

雄

氏

作

製

⑨

、

の
も

の

を

拝

借

し

て
、

次

に

示

し

て

お

き

た

い
。

ま

ず

、

と

い
う
型
の
統
合
、
具
体
的
音
調
の
あ

り
さ
ま
は
、
お
そ
ら
く
地
理
的
に
は
も
つ
と
も
近
い
と
考
え
ら
れ
る
「豊
前
式

⑩

ア

ク

セ

ン
ト

」
の

、

と

い

う

姿

と

、

二

つ
の

点

で

大
き
く
異
な

つ
て
い
る
。

一
つ
は
、
「
豊
前
式

ア
ク
セ

ン
ト
」
で
区
別

の
あ
る

一

二
類
と
三
類
が
島
野
浦
島

の
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
統
合
し
て
し
ま

つ
て
い
る
こ
と

で
、
も
う

一
つ
は
、
第
二
拍

の
母
音
の
広
狭

で
具
体
的
音
調
の
姿
が
二

つ
に
分

か
れ
る
部
分
の
あ
る
こ
と

で
あ
る
。

こ
れ
は
、
「
豊
前
式

ア
ク
セ
ン
ト
」よ
り
も

む
し
ろ
、
地
理
的
に
は
隔
た

つ
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
「
筑
前
式
ア
ク
セ
ン
ト
」

の
相

に
よ
く
似

て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
福
岡
市
博
多
区
な

ど

に

行

な

わ

れ

て

い
る

、

と

い

っ
た

ア

ク

セ

ン

ト
(「
博
多
式
ア
ク
セ
ン
ト
」
)
に
近
く
、
特
に
、
対
馬
南
部
の
亜
醗
と

い
う
集
落

に

見

ら

れ

る

、

に
実
現
す
る
ア
ク
セ
ン
ト
(「
豆
殴

式

ア
ク
セ
ン
ト
」
)
に
は
、
非
常

に
よ
く
似
て
い
る
。
こ
れ
ら
筑
前
式
諸

ア
ク
セ

ン
ト
に
よ
く
似
た
ア
ク
セ
ン
ト
が
、
太
平
洋
側
に
も
存
在
す
る
と
い
う
新
し
い

事
実
は
注
目
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
。
も
つ
と
も
、
母
音
の
広
狭
が
音
調
型

に

影
響
す
る
の
は
「
筑
前
式
ア
ク
セ
ン
ト
」
に
限
ら
れ
る
と

い
う
わ
け
で
も
な

い
。

大
分
県
穿
ぴ
降
町

・
院
内
町
付
近
は
、
「豊
前
式
ア
ク
セ
ン
ト
」
の
地
域
内
に
あ

り

な

が

ら

、

と

い
う

ア

ク

セ

ン
ト

相

を

も

つ

て

い
る

と

い
う

。

加

う

る

に

、

島

野

浦

島

の

ア

ク

セ

ン

ト

が

、

一
筑

前

式

ア

ク

セ

ン
ト

」
よ

り

も

「
豊

前

式

ア

ク

セ

ン
ト

」
に

似

て

い

る

点

が

あ

る

。

平

板

型

に

早

一55一



上

が

り

の
○

●

▼

音

調

が

安

定

的

に
存

在

す

る

こ

と

で

あ

る

。

要

す

る

に
、

島

野

浦

島

の

ア

ク

セ

ン

ト

は

、

「
豊

前

式

ア

ク

セ

ン
ト

」
と

「
筑

前

式

ア

ク

セ

ン
ト

」

の
両

方

の
特

徴

を

合

わ

せ

も

つ
ア

ク

セ

ン

ト

と

言

つ

て

い

い
だ

ろ

う

。

そ

う

い
え

ば

、

島

野

浦

島

の

ア

ク

セ

ン

ト

は
、

二

拍

名

詞

以

外

の

ア

ク

セ

ン

ト

で

も

「
豊

前

式

ア

ク

セ

ン

ト

」
と

「
筑

前

式

ア

ク

セ

ン

ト

」
の

中

間

的

な

性

格

を

も

っ

て

い
る

よ

う

で

あ

る
。

詳

し

く

は

別

稿

を

用

意

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
が

、

お

お

ま

か

に
次

の

よ

う

な

特

徴

が

見

ら

れ

る

。

(◎
「
豊

前

式

ア

ク

セ

ン

ト

」
に

似

る

部

分

※

一
拍

名

詞

に

○

▼

(
一
二

類

)
と

●

▽

(
三

類

)
の
区

別

が

あ

る

。

「
筑

前

式

ア

ク

セ

ン
ト

」
で

は

●

▽

に

統

合

。

※

三

拍

名

詞

に

二

拍

名

詞

と

同

様

平

板

型

○

●

●

(
▼

)
が

あ

る

(
「
形

」
類

と

「
頭

」
類

。

た

だ

し

、

語

末

拍

が

狭

母

音

の

場

合

の

み

)
。

◎

「
筑

前

式

ア

ク

セ

ン

ト

」
に

似

る

部

分

※

二

拍

動

詞

は

一
二
類

の
区

別

な

く

●

○

。

「
豊

前

式

ア

ク

セ

ン

ト

」
で

は

○

●

二

類

)
、

●

○

(
二

類

)
。

※

三

拍

動

詞

も

一
二

類

の

区

別

な

く

○

●

○

。

「
豊

前

式

ア

ク

セ

ン
ト

」
で

は

○

●

●

二

類

)
、

○

●

○

(
二

類

)
。

※

三

拍

形

容

詞

も

一
二
類

の
区

別

な

く

○

●

○

。

「
豊

前

式

ア

ク

セ

ン

ト

」

で

は

○

●

●

(
一
類

)
、

○

●

○

(
二

類

)
。

と

も

あ

れ

、

こ

の
島

野

浦

島

の

ア

ク

セ

ン

ト

と

全

く

同

じ

内

容

の

ア

ク

セ

ン

ト

は

、

二

拍

名

詞

の
場

合

に

限

つ

て
も

、

こ

れ

ま

で

ま

だ

報

告

さ

れ

た

こ
と

が

な

い

よ

う

で

あ

る

.、

以

後

、

「
島

野

浦

式

ア

ク

セ

ン

ト

」
と

呼

ぶ

こ
と

が

当

然

許

さ

れ

る

だ

ろ

う

.、

そ

こ

で
、

次

に

自

ず

か

ら

浮

か

ん

で
く

る

囲
ハ味

は

、

こ

の
【
島

野

浦

式

ア

ク

セ

ン

ト

ニが

、

ど

の

よ

う

な

経

緯

を

へ
て

現

在

の
形

に
出

来

上

が

つ

た

か

と

い

う

系

譜

の
問

題

で

あ

る

が

、

こ
れ

に

つ

い
て

は

、

も

(、
と

様

々

の

事

柄

を

明

ら

か

に

し

π
-ド山
'.」
総

合

的

に
考

え

ら

れ

る

べ
き

で

あ

る
.。

た

と

え

ば

、

島

野

浦

島

の
住
民
の
歴
史
が

一
層
明
ら
か

に
な
れ
ば
、
そ
の
言
語
の
問
題
に
も
寄
与
す
る

と
こ
ろ
が
大
き
く
な
る
と
思
わ
れ
る
し
、
「島
野
浦
式

ア
ク
セ
ン
ト
」が
島
野
浦

島
に
限
ら
ず
、
対
岸

の
九
州
内
陸
部

に
も
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
が
も

し
あ
れ
ば
、
《島
》
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
特
異
性
よ
り
も
、
「豊
前
式

ア
ク
セ
ン
ト
」

や
「筑
前
式

ア
ク
セ
ン
ト
」と

の
関
係
が
重
ん
じ
ら
れ
よ
う
。

い
ず
れ
も
今
後

の
精
査
に
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、

二
拍
名
詞
に
限

つ

て
い
え
ば
、
幸

い
全
国
的
な
系
譜
論
が
盛
ん
で
あ
る
し
、
九
州
だ
け
に
限
つ
て

⑪

も
様
々
な
系
譜
論

の
試
み
が
既
に
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
食
指
が
動
く
わ
け

で
、
こ
の
小
論
を
、
二
拍
名
詞
の
系
譜

の
見
通
し
で
閉
じ
た
い
と
思
う
。

「
島
野
浦
式

ア
ク
セ
ン
ト
」
の
二
拍
名
詞
の
系
譜
は
、
お
お
よ
そ
三
通
り
の
道

筋
が
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
初
め

の
二

つ
は
、
地
理
的
近
縁
性
も

し
く
は
ア
ク
セ
ン
ト
内
容
の
近
縁
性
か
ら
説
く
も
の
で
、
系
譜
論
の
常
道
と
見

ら
れ
る
。
ま
ず
、
地
理
的
近
縁
性
か
ら
言
え
ば
、
「
豊
前
式

ア
ク
セ
ン
ト
」
か
ら

変

化

し

た

も

の

と

考

え

る

の

が

当

然

で

あ

る

。

が

、

と

い
う

「
豊

前

式

ア

ク

セ

ン
ト

」
の
姿

か

ら

、

し

そ

う

で

あ

る

。

こ

こ

で
、

中
間
過
程
を
あ
る
程
度
経
な
い
で
、

と

い
う

「
島

野

浦

式

ア

ク

セ

ン

ト

」
を

導

く

の

は

難

参

考

に
な

る

の

は

、

既

に
紹

介

し

た

が

、

に
行
な
わ
れ
て
い
る
【
院
内

(安
心
院
)
式
ア
ク
セ

ン

ト

」
で
、

こ

れ

は

「
豊

前

式

ア

ク

セ

ン

ト

」
か

ら

直

接

変

化

し

た

も

の

と

考

え

ら

れ

る
。

こ

の

ア

ク

セ

ン
ト

の

特

徴

は

、

第

三

類

が

第

二

拍

の

母

音

の

広

狭

で

ア

ク

セ

ン

ト

音

調

型

が

二

色

に
分

か

れ

て

い

る
・
こ

と

で

あ

る

が

、

「
島

野

浦

式

ア

ク

セ

ン

ト

」
も

、

か

つ
て

こ

の

変

化

を

被

り

(
音

調

型

は
違

つ

た

方

向

に

動

い

た

が

)
、

の

よ

う

な

[
(
旧

島

野

浦

式

ア

ク

セ

ン
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ト
)
」を
経
て
、
現
在
の
よ
う
な
ア
ク

セ
ン
ト
に
至

つ
た
の
で
は
な

い
か
。

こ
の

場
合
、
第
三
類
の
第
二
拍
狭
母
音
語
が
、
当
該
拍

に
ア
ク
セ
ン
ト
核
を
担

い
得

ず
、
○
●
▼
に
変
化
す
る
の
は
、

一
二
類
語

に
も
と
も
と
存
在
す
る
型
で
あ
る

こ
と
も
手
伝

つ
て
難
し

い
変
化
で
は
な

い
が
、
第

一
、

二
類
広
母
音
語
が
、
○

●
▼
か
ら
○
●
▽
に
変
化
す
る
の
は
、

ア
ク
セ
ン
ト
型
の
内
的
変
化
と
し
て
は

自
然
と
は
言
え
ず
、
二
拍
名
詞
ア
ク

セ
ン
ト
の
体
系
内
で
、
他

の
、
す
な
わ
ち

第
三
類
の
型

へ
の
類
推
と

い
う
こ
と
を

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
点
、
若
干
の
問
題

を
含

む
と
言
え
よ
う
。
な
お
、

こ
の
考
え
方
を
、
幾
分
か
補
強
す
る
と
思
わ
れ

る
の
は
、
先
に
触
れ
る
と

こ
ろ
の
あ

っ
た
、
第

一
、
二
類
の
第
二
拍
広
母
音
語

の
中

に
、
「
姉

風

鯖

嫁

歌

」
な
ど
、
少
数
な
が
ら
安
定
的

に
○
●
▼
に
実

現
す
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
事
実

で
、

こ
れ
は
、
第

一
、
二
類
諸
語
が
か

つ
て

す

べ
て
○
●
▼
で
あ

っ
た
時
代
の
名
残
り
と
理
解

で
き
は
し
な

い
だ
ろ
う
か
。

も
っ
と
も
、
次

の
第
二
案

で
述

べ
る

よ
う
な
別
の
解
釈
も
可
能
で
あ
る
O

系
譜
の
道
筋

の
第

二
は
、
ア
ク
セ

ン
ト
内
容
の
近
縁
性
か
ら
説
く
も
の
で
、

こ
れ
も
先

に
触
れ
た
が
、
筑
前
式
諸

ア
ク
セ
ン
ト
の
中

で
も
、

に
実
現
し
、
「島
野
浦
式
ア
ク
セ
ン
ト
」と
酷
似
し

て

い
る

対

馬

「
豆

殴

式

ア

ク

セ

ン

ト

」
の

系

譜

の
列

に
位

置

さ

せ

よ

う

と

す

る

も

の

で

あ

る

。

諸

先

学

が

推

定

し

て

お

ら

れ

る

よ

う

に
、

こ

の

「
豆

殴

式

ア

ク

セ

ン

ト

」
の
出

自

ア

ク

セ

ン

ト

の
姿

は

、

呼

称

は

様

々

で

あ

る

が

、

⑫

に
行
な
わ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
島
野
浦
式
ア
ク

セ

ン

ト

」
は
、

ま

さ

に

こ

の

嗣

子

ア

ク

セ

ン

ト

で

は

な

い

の

か

。

「
豆

酸

式

ア

ク

セ

ン

ト

」
は
、

[
島

野

浦

式

ア

ク

セ

ン
ト

}の

さ

ら

に

一
時

代

後

の

ア

ク

セ

ン

ト

か

、

同

一
の

親

か

ら

生

ま

れ

た

兄

弟

ア

ク

セ

ン

ト

と

考

え

ら

れ

る

。

な

お

、

第

一
案

で
述

べ

た

、

第

一
、

二

類

に

見

ら

れ

る

第

二

拍

広

母

音

語

の
(
)
●

▼

の

異

例

は
、
こ
の
道
筋
を
考
え
る
立
場
か
ら
は
、
「
島
野
浦
式
ア
ク
セ
ン
ト

」成
立
後

の
、
近
接
す
る
「
豊
前
式

ア
ク
セ
ン
ト
」か
ら
の
部
分
的
影
響
に
よ
る
も
の
と
解

釈
さ
れ
る
。

以
上

の
、

二

つ
の
系
譜
案

は
、

い
ず
れ
に
し
て
も
「島
野
浦
式
ア
ク
セ
ン
ト
」

が
「
豊
前
式

ア
ク
セ

ン
ト
」か
ら
分
か
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
点
で
共
通
し
て
い

る
(「筑
前
式

ア
ク
セ
ン
ト
」が
「豊
前
式

ア
ク
セ

ン
ト
」
の
後
喬

で
あ
る
と
い
う

通
説
に
従
え
ば
)
が
、
第
三
の
道
筋
は
、
島
野
浦
島
の
歴
史
や
ア
ク
セ
ン
ト
以

外

の
言
語
の
特
異
性
を
予
想
し
て
、
「
豊
前
式
ア
ク
セ
ン
ト
」以
前

の
姿
か
ら
の

分
岐
を
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ア
ク
セ
ン
ト
型
の
統
合
状
態
な
ど
を

考
え
る
と
難
し
そ
う
で
あ
る
し
、
実
際
今
の
と

こ
ろ
何
ら
成
案
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
な

い
が
、
今
後

の
調
査
に
よ

つ
て
は
不
可
能

で
な
く
な
る
か
も
し
れ
な

い
。

五

お
わ
り
に

宮
崎
県
北
端
の
海
上

に
浮
か
ぶ
延
岡
市
島
野
浦
島
に
行
な
わ
れ
て
い
る
ア
ク

セ
ン
ト
が
、
二
拍
名
詞

の
場
合
、

一
二
三
類
/
四
五
類
と

い
う
型
の
統
合
状
態

に
あ
り
、
母
音
の
広
狭
が
ア
ク
セ
ン
ト
を
動
か
す
特
徴
を
も
ち
な
が
ら
、
安
定

的
な
平
板
型
○
●
▼
を
も
有
す
る
と

い
う
、
「筑
前
式
ア
ク
セ
ン
ト
」
と
「
豊
前

式

ア
ク
セ
ン
ト
」
の
特
色
を
合
わ
せ
持

つ
独
自

の
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
併
せ
て
そ
の
系
譜
に

つ
い
て
も
見
通
し
を
述

べ
て
み
た
。

今
後
、
中

で
い
さ
さ
か
触
れ
る
こ
と
の
あ
つ
た
二
拍
名
詞
以
外

の
種
々
の
ア

ク
セ
ン
ト
の
ほ
か
、
当
該
ア
ク
セ
ン
ト
で
も

や
は
り
免
れ
る
こ
と
の
出
来
な

い

若
年
層
の
ア
ク
セ
ン
ト
共
通
語
化
の
問
題
な
ど
、
引
き
続
き
調
査
し
、
平
行
し

て
、

ア
ク
セ
ン
ト
以
外
の
方
言
事
項
に

つ
い
て
も
考
察
を
怠
ら
ぬ
よ
う
努
あ
て

行
き
た

い
と
思
う
。
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【
注

】

①

「九
州
方

言
音
調

の
研
究
』
(学
界
之

指
針
社
、

昭
和
2
6
年
)
に
ま

と
め
ら
れ
て

い
る
。

②
平
山

氏
「九

州
方
言
音

調
の
研
究
』
1
6

5
ペ
ー
ジ
以
下
を

参
照
し

て
、
私

に
引

い
て
み
た
境

界
線

で
あ
る
。

③

以
下
、
「角

川
日
本
地
名

大
辞
典

4
5

宮
崎

県
」
(昭
和

6
1
年
)
、「
し
ま
ん
だ

(島
野
浦
)
」
(島

野
浦
中
学
校

編

昭
和
5

9
年

)、
「離

島
調
査
報
告
書

ー
島

野
浦

の
歴
史

と
民

俗
ー

」
(宮
崎

県
総

合
博
物
館
編

昭
和
4
9
年

)な
ど
を

参
照
し

た
。

④
島

に
は
、
讃
岐

屋

・
備
前

屋

・
播
磨

屋
な
ど

の
屋
号

を
も

つ
家
が

あ
る
と

い
う
。
島

野
浦
が
、

江
戸
時
代

に
瀬
戸
内

～
薩
摩
航

路

の
中
継
地

で
あ

っ
た

こ
と
も
考
え
合

わ
さ
れ
る
。

⑤
金
田

一
春

彦
氏
『
国
語

ア
ク
セ

ン
ト

の
史
的

研
究

原
理
と
方
法

」
(塙
書
房
、
昭
和
4
9
年
)
6

3
～
6
5

ペ
ー
ジ
や
、
奥
村

三
雄
氏
「
平
曲
譜
本

の
研
究
」
(桜
楓
社

、昭
和

5
6
年
)
2
6
3
～

2
6
4

ペ
ー
ジ
な
ど

に
拠

つ
た
。
も

つ
と
も
、
こ

の
類
別

は
、語

に
よ

っ
て
は
か
な

り
無

理
を

し

て
は
め
込

ん
だ
も

の
が

あ
る
。
な
お
、
そ
の
他

の
語

は
、
「
九
州
方
言
音

調
の
研
究
」か

ら
引

い
た
も
の
が
多

い
。
ひ
と
え

に
、
近
隣

ア
ク
セ

ン
ト
と

の
比
校

の
便
を
考

え
て
の
こ
と

で
あ
る
。

⑥
「
ガ
」
以
外

の
助
詞

が

つ
く
場
合

の
ア
ク

セ
ン
ト
も
若
干
調

べ
て
み
た
。
「ガ
」
に
同
じ
な

の
は

「
ハ

ニ

モ
」
な
ど

で
あ
り
、
「
ノ
」
(属

格
)
は
、
一
～
三
類
と
も

に
母
音

の
広
狭
関
係
な

く
○
●

▼

の
平
板
型

に
実
現
し

、
四
五
類

は
●
○

▽
。
そ
の
他

、「
カ

ラ
」
の
場
合
、
一
ー
三
類
狭
母
音

で

○
●

▼
▽
に
、広

母
音

で
○

●
▽
▽

に
実

現
し
、
四
五
類

は
●
○

▽
▽
。「
シ
カ
」
(限
定
)
の
場

合

は
、
一
～
三
類
と
も

に
母
音

の
広
狭

関
係
な
く

○
●
▽
▽

に
実

現
し
、
四
五
類
は
●
○
▽
▽
、

な

ど
と
な

っ
て

い
る
。

⑦
今

回
は
、各

イ

ン
フ
ォ

ー

マ
ン
ト

に
よ

つ
て

ア
ク

セ
ン
ト
に
ゆ
れ

の
見
ら
れ
る
語

に

つ
い
て

細

か
く
検
討

す
る
事
を
省
略

し
た
。
ゆ
れ

の
見

ら
れ

る
語

は
、
全
体
と
し

て
見
れ
ば
わ
ず
か
と

言

つ
て
よ
く
、
ア
ク

セ
ン
ト
体
系

の
議
論

に
影
響
を
与

え
な

い
も

の
と
判
断

し
て

い
る
。

⑧
以
上
、
金
田

一
氏
「国

語
ア
ク

セ
ン
ト
の
史
的
研

究
』9

8
ペ
ー
ジ
以
下

の
「
ア
ク

セ
ン
ト
の
形

態
的
変

化
」
に
関

す
る
記
述

な
ど
、特

に
参
考

に
な

っ
た
。

⑨
「九

州
諸
方
言

ア
ク
セ

ン
ト
の
系
譜
」
(九
州
文

化
史
研
究
所
紀

要
2
3
、
昭
和
5
3
年
)参

照
。

⑩

以
下
、
九
州
東
北

部
の

ア
ク

セ

ン
ト

に

つ
い
て
は
、平
山
氏

「九

州
方
言
音
調

の
研
究
」
、金

田

一
氏
「対
馬

附

壱
岐

の
ア

ク
セ
ン
ト
の
地
位

」(
「
日
本

の
方

言
」
(教
育
出
版
、
昭
和
5
0
年
)

所
収
)
、奥
村

氏
「
九
州
諸
方

言
ア

ク
セ
ン
ト
の
系
譜

」、添

田
建
治
郎
氏
「
萩
市

見
島
の
方
言

ア

ク
セ

ン
ト
を
め
ぐ

つ
て

ス
国
語
学

1
4
8
、
昭
和
6
2
年

)、
そ
の
他

の
方

々
の
論
文
を
参

照

し

た
。

⑪
注
⑩

の
諸
論
文

の
ほ
か
、
徳
川
宗

賢
氏
「
"日
本

諸
方
言

ア
ク
セ

ン
ト
の
系
譜
"
試
論

」(
学
習
院

大
学

国
語
国
文
学

会
誌
6
、
昭
和

3
7
年
)
が
特

に
参

考

に
な

つ
た
。

⑫

奥
村
氏
「
対
馬

方
言

の
性

格
」
(九
州
文

化
史
研
究
所

紀
要

1
8
、昭

和
4
8
年

)
に
よ
れ
ば
、
「
豆

殴
式

ア
ク
セ

ン
ト

」
の

一
ー
三
類

の
第

二
拍
狭
母
音

語
は
○

●
▼
に
発
音

さ
れ

る
こ
と
も

あ

る
よ
う

で
、
そ
う
す
る
と
「
島
野

浦
式

ア
ク
セ

ン
ト
」
と
ほ
と

ん
ど
同
じ
も

の

に
な

る
。

⑬
注
⑩

の
諸
論

文
参
照
。

[付
記
]

※
こ
の
度
の
調
査

に
際
し
て
は
、

イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ン
ト
そ
の
他
と
し

て
、
次
の

方
々
に
御
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝

い
た
し
ま
す
。

(順
不
同
)

河
野
茂
彦
氏
、
結
城
宗

一
郎
氏
、
長
野
筆
十
郎
氏
、
井
戸

口
ス
ミ
子
氏
、

山
本
留
義
氏
隅
三
島
好
景
氏
、
児
玉
弥

一
郎
氏
、
木
田
フ
ク

エ
氏
、

松
田
喜
穂
氏

(以
上
島
野
浦
)
、
貫
徳
重
氏
、
織
田
豊
市
氏

(
以
上
延
岡
市

役
所
)
。

※
小
稿
は
、
第
6
3
回
筑
紫
国
語
学
談
話
会
(昭
和
6
2
年
3
月
2
8
日
、
於
熊

本
大
学
)
で
の
発
表

に
基
づ
き
、
そ
の
後
補
訂
を
施
し
て
成

つ
た
も
の
で
あ

る
。
談
話
会
席
上
、
お
よ
び
私
信
に
て
御
教
示
た
ま
わ

つ
た
会
員

の
方

々
に

感
謝
し
ま
す
。

宮
崎
大
学
教
育
学
部
講
師
!
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